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事業所自己評価シート　　　　　　　　





職員による自己評価





保護者による評価








Ａ環境面


・概ねスペース、配置等に適切な評価が多い。





Ｂ児童への支援内容


・支援部分には評価を頂いている。プログラム内容の固定化は、安定に向けた固定化を希望する声と幅を広げてほしい声が入り混じっている。


・地域や他施設の交流は少ない。


Ｃ事業所からの情報発信


・情報発信についての評価は概ね頂いている。


・保護者会活動が行えなかったが、今年は仕方がないという意見が多かった。


Ｄ非常対応


・避難訓練をしている情報を出すようにしたが、あまり知られていない。


・避難マニュアルを知らない保護者もいた。








Ａ環境面


・スペースは広く、バリアフリーに対応


・概ね良好。


Ｂ児童への支援内容


・活動プログラム内容の固定化ときめ細かさに意見が分かれるものの、概ね良好。


・日々の子どもの様子を職員間の共有ができていない部分がある。





Ｃ関係機関との連携


・関係機関との関りを知らない職員もおり、評価が分かれる。





Ｄ保護者への説明責任・信頼関係


・意見が分かれることなく、概ね良好。








Ｅ非常対応


・避難訓練等実施しており、概ね良好。








【共通点】


環境面の評価は良好であった。


活動プログラムが固定化は、職員・保護者ともに固定化してしまっている部分を感じている。


職員が感じている部分と保護者が感じている部分が近かった。





【相違点】


非常対応の周知は昨年度も挙がった項目であったため、お便りやノートを通じて周知を意識したが、まだあまり周知できていない。















































事業所内での分析











分析・検討してみて…








・今年度、新型コロナウイルスのため保護者会は中止にしているが、再開された際には、総会の場などで日々の様子、避難訓練など、活動の様子を伝えていく必要がある。








・環境面としてバリアフリーと広いスペースがある点が強みになっている。





・保護者との関係性は悪くなく、今後とも継続していく。





事業所の強み





事業所の改善点











・保護者会の再開を目指していく。


・避難訓練マニュアルが現状に応じたものになっているか確認する。また避難訓練を行った際には、引き続き日々のノートやつぼみ便りで様子を伝えていく。


・プログラムの固定化については、保護者との面談にて「安定を希望するニーズ」と「生活の幅や経験を希望するニーズ」の双方がでている。楽しく、安心して過ごせるようにプログラムを組み立てていきたい。





事業所の改善への取り組み





～自己評価を行っての事業所としての感想など～


　今年度は、新型コロナウイルスの中、子どもたちだけではなく、保護者の方にも多くのご協力を頂いた中で本当にありがたい内容だった。日々のコミュニケーションはもちろん、活動の様子も、ご家族によりイメージしていただけるようにしないといけないと感じた。毎年のことだが、アンケートを実施することで一方通行の支援にならないようにしていきたいと感じている。








